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巻 頭 言
西北教育事務所長

青森県教育委員会では、一人一人の子どもが高い志をもって努力し、確かな学力と豊か

な人間性を身に付け、新しい時代を主体的に切り拓く人間に成長するよう、「教育は人づく

り」という視点に立ち、教育施策の充実に努めているところです。西北管内の各小・中学

校においても、学習指導要領の着実な実施に向けて、学校運営に創意工夫を凝らし、生き

る力の育成に積極的に取り組んでいます。

さて、学校教育においては、西北の課題を「確かな学力の育成と心の教育の充実」とし

ました。確かな学力については、各種の調査の結果から、小・中学校ともに、多くの教科

で概ね良好な結果が見られますが、思考力、判断力、表現力等については、更なる指導の

工夫が必要な状況にあります。そのため、各教科ともバランスよく、育成を目指す資質・

能力の三つの柱を踏まえて学力向上に取り組む必要があります。各校においては、本書P.32～

33に示されている「学びの質を高める授業スタンダード」を参考にし、主体的・対話的で

深い学びの視点を踏まえ自らの授業の見直しを常に図りながら、より一層の授業改善に努

めていただくようお願いします。心の教育については、児童生徒指導状況報告から、暴力

行為やＳＮＳ等を介したトラブルが依然として発生しており、それらの解消に向けた指導

は今後も継続する必要があります。規範意識を醸成し、命を大切にする心、思いやりの心、

主体的に判断し適切に行動する力等を育成するため、道徳教育や生徒指導の充実を図るこ

とが大切です。また、不登校の増加と長期化が憂慮される状況にあります。不登校の解決

に向け、個に応じたきめ細やかな支援策を策定することや、社会的自立へ向けて進路の選

択肢を広げる支援を継続するとともに、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワー

カーを積極的に活用するなど、関係機関等との連携を図ることが大切です。不登校の原因

がいじめと疑われる場合は、迅速に調査に着手し、教育委員会と相談しながら、対象児童

生徒が欠席を余儀なくされている状況の解消や再発防止に向けた措置を適切に講じる必要

があります。本書P.38からの内容を全教職員で確認し、いじめ防止等に向けた確実な取組

をお願いします。

社会教育においては、個人の充実した生活と豊かで住みよい地域社会の実現を目指し、

一人一人の学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育の推進に向けた環境づくりが行

われています。その中において、学校・家庭・地域の三者が教育におけるそれぞれの役割

と責任を自覚し、地域全体で子どもを育む連携・協働の推進が求められています。また、

活力ある持続可能な地域づくりを進めるためには、様々な活動の中から地域活動推進のた

めの人財を発掘・育成するとともに、より多くの地域住民が地域運営に主体的に関わって

いくことが重要です。さらに、住民自身が主体的に学ぶ意思をもち、教え学び合う当事者

となり、その成果を地域社会等で生かすことのできる生涯学習社会の実現に向けた取組が

大切です。

西北教育事務所では、青森県教育委員会の方針及び重点、西北管内の状況を踏まえ、学

校教育指導や社会教育行政の方針・課題・重点、課題解決のために特に推進すべき事項を

示しました。各校、各市町教育委員会及び関係機関においては、その趣旨を十分御理解い

ただくとともに、学校や地域の特色を生かした具体的な取組を通して、学校教育と社会教

育の一層の充実を図るようお願いします。

最後に、西北の教育の充実と発展のために御尽力いただいている各市町教育委員会、学

校教育や社会教育関係者並びに関係各位に対して深く感謝するとともに、今後の御支援と

御協力をお願いして、巻頭のことばとします。
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青森県教育施策の方針

青森県教育委員会は、郷土に誇りを持ち、多様性を尊重

し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓く人づく
ひら

りを目指します。このため、

夢や志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育

学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育

次代へ伝える、かけがえのない文化財の保存・活用

活力、健康、感動を生み出すスポーツ

を、市町村教育委員会、家庭や地域社会との連携を図り

ながら推進します。

平成26年１月８日決定
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青森県教育委員会の「施策の柱」
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令和５年度 学校教育指導の方針と重点
青森県教育委員会

１ 方 針
郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓く

幼児児童生徒を育成するため、教育は人づくりという視点に立って、学校運営に創意工
夫をこらし、夢や志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育の推進に努める。

２ 重 点
⑴ 授 業 の 充 実

一人一人の子どもが 各教科及び総合的な学習の時間等において 確かな学力を身、 、
に付けることができるよう 目指す資質・能力を明確にするとともに 言語活動の充、 、
実を図りながら、一人一人の能力・適性に応じた指導と学習習慣の育成に努める。
ア 主体的・対話的で深い学びの実現を図る指導計画等の整備
イ 知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の育成に向けた教材研究の深化
ウ 一人一人の学習の過程や成果の的確な把握と指導の改善につながる評価の工夫
エ 各教科等の特質に応じた体験活動や問題解決的な学習を重視した指導の工夫
オ 学校図書館やＩＣＴなどを活用した 子どもの学びを支援する学習環境と学習活、
動の充実

⑵ 道徳教育の充実
一人一人の子どもが 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭 学校 その、 、 、

他社会における具体的な生活の中に生かし 豊かな心をもつことができるよう 教育、 、
活動全体を通じて道徳性の育成に努める。
ア 道徳教育を推進する指導体制と全体計画の整備・充実
イ 道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫
ウ 郷土を愛する心を育む指導の充実
エ 道徳科における学習状況及び道徳性に係る成長の様子の継続的な把握と 評価を、
生かした指導の工夫

⑶ 特別活動の充実
一人一人の子どもが 様々な集団活動に自主的 実践的に取り組み 集団や自己の、 、 、

生活上の課題を解決することを通して 集団や社会における生活及び人間関係をより、
よく築いていくことができるよう、必要な資質・能力の育成に努める。
ア 自主的な態度を育てる学級活動・ホームルーム活動の工夫
イ 自治的な意識を高める児童会活動・生徒会活動の工夫
ウ 児童の個性の伸長を図り、触れ合いを深めるクラブ活動の工夫
エ 集団への所属感や連帯感を深める学校行事の工夫

⑷ 体育・健康教育の充実
一人一人の子どもが 生涯にわたって自ら進んで運動に親しみ 健康で安全な生活、 、

と豊かなスポーツライフを送ることができるよう 家庭や地域社会との連携を図りな、
がら、心と体を一体として捉え、健やかな体を育む教育の推進に努める。
ア 運動に親しむ資質や能力の育成及び体力の向上を図る指導の充実
イ 健康に関する知識を身に付け、積極的に健康な生活を実践できる指導の充実
ウ 食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができる指導の充実
エ 安全に関する情報を正しく判断し、安全を確保することができる指導の充実

⑸ 生徒指導の充実
一人一人の子どもが、豊かな生活を送ることができるよう、家庭や地域社会及び

、 、関係機関等との連携を図りながら 心の結びつきを基調とした指導を行うとともに
問題行動・不登校等の未然防止、早期発見・早期対応に努める。
ア 基本的な生活習慣や自己指導能力を育成する協働的な指導体制の充実
イ 生徒指導の機能を生かした学年・学級・ホームルーム経営の充実
ウ 児童理解・生徒理解に基づいた教育相談の充実
エ 児童生徒が主体となるいじめ防止活動の推進と組織的な対応の徹底
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⑹ キャリア教育の充実
一人一人の子どもが、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・

職業的自立ができるよう、必要な基盤となる資質・能力の育成に努める。

ア キャリア教育指導体制の整備・充実

イ 現在及び将来の生き方を考える指導・進路指導の充実

ウ 児童生徒の発達の段階に応じた勤労観・職業観の育成

⑺ 特別支援教育の充実

発達障害を含む障害のある子どもなど特別な配慮を必要とする子どもが 障害等に、

よる学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するとともに そのもてる力を最、

大限に発揮して自立や社会参加ができるよう 一人一人の教育的ニーズを把握し 適、 、

切な指導及び必要な支援に努める。

ア 校内支援体制の充実

イ 個別の教育支援計画の作成と活用による関係機関と連携した支援の充実

ウ 個別の指導計画の作成と活用による指導の充実

エ 交流及び共同学習による相互理解の促進

⑻ 環境教育の推進

一人一人の子どもが 環境と人間とのかかわりについて関心と理解を深め 環境に、 、

対する豊かな感受性を養うことができるよう 環境保全に主体的に取り組む態度の、

育成に努める。

ア 教科等間の関連を踏まえた指導の工夫

イ 地域の環境の実態に即した指導の工夫

ウ 環境にかかわる体験活動の充実

⑼ 国際化に対応する教育の推進

一人一人の子どもが 我が国や諸外国の文化と伝統について関心と理解を深めると、

ともに、国際社会に貢献できるよう、国際理解教育の推進に努める。

ア 郷土に対する愛着と誇りを涵養する教育の推進

イ 外国語教育の充実による、外国語を通じたコミュニケーション能力の育成

ウ 異なった文化や習慣をもつ人々との交流の推進

⑽ 情報化に対応する教育の推進

一人一人の子どもが 情報モラルを含む情報活用能力を身に付けることができるよ、

う、系統的・体系的な情報教育の推進に努める。

ア 情報教育を推進する指導体制の整備・充実

イ 学習指導におけるＩＣＴの適切な活用の推進

ウ 情報通信ネットワーク等を適切に活用した教育の推進

エ 家庭や地域社会と連携した情報モラルに関する指導の充実

⑾ 研 修 の 充 実

教員等の資質を高め 教育活動の充実を図るため 計画的・実践的な研修の充実に、 、

努める。

ア 教員等の資質の向上に関する指標を踏まえた研修の推進

イ 日常的に学び合い、指導力を高め合う校内研修体制の整備・充実

ウ 教育要領・学習指導要領に基づく実践的研究の充実

エ 学校の教育課題解決のための実践的研究の充実

オ 家庭や地域社会と連携し、地域の教育資源を活用した特色ある教育活動の研究・推進
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令和５年度 社会教育行政の方針と重点
青森県教育委員会

１ 方 針

県民が、自己の向上を目指して生きがいのある充実した生活を送るとともに、豊かで住みよい

地域社会を形成することができるよう、学びを生かしつながりをつくり出す社会教育の推進に

努める。

２ 重 点

⑴ 学校・家庭・地域の協働による未来を担う人財の育成

ア 地域学校協働活動の促進

イ 地域が支えるキャリア教育の充実

ウ 子どもの読書活動の充実

エ 家庭教育支援の充実

オ 青少年の体験活動の充実

⑵ 活力ある持続可能な地域づくりに向けた人財の育成

ア 地域活動の実践者、コーディネーターの養成

イ 次代の地域を担う若者の育成

ウ 地域活動に関わる人財のネットワーク形成の支援

エ 多様な働き方を可能にする学び直しの機会の充実

⑶ 生涯を通じた学びと社会参加の推進

ア 高齢者や障害者を始めとする多様なニーズに応じた学びの機会の充実

イ 学習成果を生かした社会参加活動の支援

⑷ 社会教育推進のための基盤整備

ア 社会教育推進体制の充実

イ 社会教育施設の機能の充実と活用の促進

ウ 社会教育関係職員の養成と資質の向上

エ 社会教育関係団体等の活動の支援
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令和５年度 文化財保護行政の方針と重点
青森県教育委員会

１ 方 針

郷土への愛着と誇りを培い、うるおいと活力のある県民生活を実現するため、次代へ伝える、

かけがえのない文化財の保存・活用に努める。

２ 重 点

⑴ 文化財の保護・保存

かけがえのない文化財を次代に伝えるため、適切に管理し、保護・保存に努める。

ア 文化財を大切にし、守り伝えようとする意識の啓発

イ 文化財の調査や記録作成の実施

ウ 国や県の文化財指定等の推進

エ 文化財の保存・修理等の支援

オ 世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」を未来に継承する取組の推進

⑵ 文化財の公開・活用

県民が文化財に興味・関心を持ち、親しめるよう、公開・活用と情報発信に努める。

ア 文化財の公開・活用の促進と情報発信

イ 史跡等の公有化や整備の支援

⑶ 伝統芸能・技術の継承

地域で育まれ、保存・伝承されてきた伝統芸能や技術の継承に努める。

ア 伝統芸能・技術の後継者の育成支援と発表機会の充実

イ こどもの伝統芸能伝承活動の推進

⑷ 博物館等施設の機能の充実

県民が文化財に触れ、体験・体感できる機会の充実と情報発信に努める。

ア 県立郷土館の展示・教育普及・調査研究活動の充実と情報発信

イ 三内丸山遺跡センターの遺跡及び遺跡の出土品の保存、遺跡に関する調査研究・展示・

教育普及活動の充実と情報発信

ウ 埋蔵文化財調査センターの発掘調査・研究活動と収蔵機能の充実及び情報発信
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令和５年度 体育・健康・スポーツ行政の方針と重点
青森県教育委員会

１ 方 針

県民一人一人が、生涯にわたり健やかで活力に満ちた生活を送ることができるよう、学校に

おける体育・健康教育の充実、生涯スポーツ及び競技スポーツの推進に努める。

２ 重 点

⑴ 学校における体育・スポーツの充実

児童生徒が、豊かなスポーツライフの実現を目指し、自ら進んで運動に親しむ資質や能力を

身に付け、健康の保持増進と体力の向上を図ることができるよう、学校における体育・スポーツ

の充実に努める。

ア 教科体育（保健体育）における学習指導の充実

イ 体力の向上を図る指導の充実

ウ 体育（保健体育）担当教員等の研修の充実

エ 運動部活動の充実

⑵ 健康教育の充実

児童生徒が、心身ともに健康で安全な生活について理解し実践できるよう、学校、家庭、地域

社会の連携を図り、学校保健、学校における食育及び学校安全を総合的に推進し、健康教育の

充実に努める。

ア 学校保健の充実

イ 学校における食育の充実

ウ 学校安全の充実

エ 健康教育担当教員等の研修の充実

⑶ スポーツの推進

県民が生涯にわたり豊かなスポーツライフを実現できるよう、スポーツに親しむ環境づくり

と競技力を向上させる環境づくりの充実を図り、スポーツの推進に努める。

ア 県民のスポーツ参画人口の拡大

イ スポーツを通じた活力ある社会の実現

ウ 本県の競技力向上と次世代アスリートの発掘・育成・強化

⑷ 第80回国民スポーツ大会に向けた競技力向上の推進

2026年に本県で開催される第80回国民スポーツ大会での天皇杯・皇后杯の獲得に向けた総合

的な競技力向上に努める。
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